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近
世
紀
行
文
紹
介

(
そ
の
四
)

板
坂
耀
子

前
回
に
ひ
き

つ
づ
き
、
国
書
総
目
録
等
か
ら
だ
け
で
は
内
容
の
見
当
が
つ
か
な
い

近
世
の
紀
行
文
を
簡
単
に
紹
介
し
て
ゆ
く
。
作
品
の
中
に
は
、
非
常
に
内
容
の
豊
か

な
も
の
、
資
料
と
し
て
貴
童
な
も
の
、
文
学
的
に
す
ぐ
れ
た
も
の
も
数
多
く
、
こ
の

よ
う
に
十
把
ひ
と
か
ら
げ
に
か
た
づ
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
気
が
と
が

め
た
り
、
無
念
だ
っ
た
り
も
す
る
。
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
作
品
に
つ
い
て
、
充
分
な
調

査
や
整
理
を
行

っ
て
や
り
た
く
て
、
指
が
う
ず
う
ず
す
る
思
い
だ
。

し
か
し
、
そ
の
圧
倒
的
な
量
の
多
さ
と
、
そ
の
処
理
に
か
け
ら
れ
る
時
間
の
量
の

限
界
を
思
う
と
、
と
に
か
く
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
で
も
紹
介
し
て
、
よ
り
詳
細
に

調
査
研
究
し
て
く
れ
る
人
た
ち
に
少
し
で
も
手
が
か
り
を
残
し
て
お
く
こ
と
だ
け
を

さ
し
あ
た
り
今
は
目
指
し
た
い
。

前
回
は
力
行
を
申
心
と
し
た
。
今
回
は
タ
行
が
中
心
で
あ
る
。
な
お
、
ア
行
と
サ

行
に
つ
い
て
は

「福
岡
教
育
大
学
紀
要
」
3
9

・
4
0
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

高
倉
家
道
中
日
記

作
者
不
明

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
写
本

一
冊
。
1
4
.
2
×
1
9
.
7
c
m
。
銀
砂
ま
じ
り
の

茶
色
と
白
の
横
縞
表
紙
。
十
四
行
書
。
五
十
五
丁
。
外
題

「高
倉
家
道
中
日
記
」
。

内
題
な
し
。

「帝
室
図
書
」
朱
印
。
冒
頭
に

一
行
の
氏
名
と
役
職
の
表
が
あ
り
、
つ

い
で

「二
月

一
、
冷
泉
様
よ
り
御
発
輿
御
案
内
申
来
候
事

一
、
御
発
輿
」
と
あ

っ
て
、
以
後
数
回
に
わ
た
る
行
列
の
道
中
の
記
録
を
記
す
。
主
と
し
て
東
海
道
で
あ

る
。

「大
津
御
昼
休

(略
)

外
良
餅
弐
樟

御
本
陣
肥
前
や
弥
四
郎

干
鱈

大
塚
嘉
右
衛
門
」
な
ど
と
、
宿
泊
地
や
献
上
品
な
ど
を
記
す
。
献
上
品
に
は
他
に

「

鶴
の
子
、
ら
く
が
ん
」

「蛤
、
か
き
餅
」

「ま
ん
ち
う
」

「浅
利
貝
」

「う
な
ぎ
」

「甘
鯛
」

「炸
三
桶
」

「さ
ぐ
え
」

「著
菰

一
台
」

「細
工
物
」

「鰹
塩
辛

一
曲
」

「海
苔
」

「茶
」

「扇
子
壱
箱
」

「浜
小
石
」

「粕
漬
梅
」

「椎
茸
」

「松
露
」

「

わ
ら
び
」

「生
花
」

「管
筆
」

「ひ
ら
め

防
風
」

「い
か
」

「ふ
き
」

「そ
ば
」

「枝
柿
」

「う
ど

一
台
」

「茶
二
包

か
や
」
な
ど
が
あ
る
。
他
に
も
書
付
の
写
な

ど
あ
り
、
旅
の
実
態
を
つ
か
む
の
に
は
よ
い
か
。

高
山
仲
縄
紀
行
集

高
山
正
之

静
嘉
堂
文
庫
蔵
。
写
本

一
冊
。
外
題

「高
山
仲
縄
紀
行
集
」
。
内
題
な
し
。
十
四

行
書
。
六
十
四
丁
。
安
永
二
年

「赤
城
行
」

・
同
五
年

「古
河
の
わ
た
り
」

・
同

「

小
田
原
行
」

・
同
六
年

「赤
城
行
」

・
同
八
年

「小
股
行
」

・
天
明
二
年

「沢
入
道

の
記
」

・
同

「子
安
神
社
道
の
記
」

・
同

「武
州
旋
霜
廻
」
の
八
編
を
収
録
す
る
。

日
付
に
し
た
が
い
、
簡
明
で
冷
静
な
文
章
で
見
聞
し
た
事
実
を
記
し
て
い
る
。

滝
の
真
清
水

安
田
広
治

静
嘉
堂
文
庫
蔵
。
写
本

一
冊
。
文
化
十

一
年
、
羽
根
満
安
と
と
も
に
、
養
老
の
滝
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を
見
に
行

っ
た
時
の
も
の
。
伊
勢
を
出
発
し
て
多
度
山
に
着
き
、
滝
を
見
た
後
、
近

江
へ
行
き
多
賀
神
社
を
拝
し
、
そ
の
後
、
大
坂
か
ら
播
磨
を
遊
覧
し
て
帰
る
。
お
と

め
塚
の
こ
と
な
ど
出
る
。
国
学
者
風
の
な
だ
ら
か
な
和
文
で
つ
づ
ら
れ
、
の
ど
か
で

明
る
い
味
わ
い
が
あ
る
。

旅
路
の
家
つ
と

佐
々
高
直

無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
。

「玉
塵

二
四
四

(写
本

一
冊
)
の
内
。
赤
茶
色

表
紙
。
2
5
.
4
×
1
8
.
4

c
m
。
中
表
紙
題

「た
ひ
ち
の
い
へ
つ
と
」
。
内
題

な
し
。
1
1
行
書
。
十
七
丁
。
安
政
四
年
む
月
の
自
序
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

周
防
の
国
に
学
ん
で
い
た
間
、
交
際
し
て
い
た
人
々
の
会
話
の
内
容
を
、
故
郷
の
人

に
聞
か
せ
た
く
て
、
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
身
は
、
霧
島
山
の
神
怪
の

話
、
正
月
桜
の
こ
と
、
矢
地
の
里
の
女
が
猿
の
よ
う
な
子
を
生
ん
だ
が
、
猿
田
彦
の

神
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
、
幸
せ
に
な
っ
た
話
な
ど
。
ま
た
神
代
文
字
の
存
否
に
つ
い

て
の
考
察
や
、
都
か
ら
の
手
紙
の
引
用
な
ど
も
あ
る
。
紀
行
文
と
奇
談
集
、
ま
た
随

筆
と
の
か
か
わ
り
を
検
討
す
る
上
で
の

一
資
料
で
あ
る
。
な
お
、
欄
外
に
朱
も
交
え

た
注
記
が
多
い
。

旅
路
の
日
記

鈴
木
重
嶺

「鈴
木
重
嶺
紀
行
集
」
を
見
よ
。

旅
路
廼
日
記

鈴
木
重
韻

「鈴
木
重
韻
紀
行
集
」
を
見
よ
。

旅
路
記
恵
の
露

鈴
木
重
韻

「鈴
木
重
嶺
紀
行
集
」
を
見
よ
。

旅
日
記

作
者
不
明

内
閣
文
庫

「摂
津
徴
」
巻
九
十
六

(写
本

一
冊
)
に
所
収
。
青
に
黒
の
格
子
縞
表

紙
。
2
6
。
6
×
1
8
.
9

c
m
。
十
行
書
。
外
題

「摂
津
徴
」
、
内
題
な
し
。

「

架
遊
余
録
」
と
合
冊
で
、
区
切
り
が
分
か
り
に
く
い
。
お
そ
ら
く
後
半
の
九
丁
で
あ

ろ
う
。
冒
頭

「文
化
十
三
年
丙
子
年
四
月
廿
二
日
。
晴
。
朝
ま
だ
き
に
出
た
り
云
々

」
と
は
じ
ま
り
、
奈
良

・
大
坂

・
兵
庫
の
名
所
を
遊
覧
す
る
。

「塩
谷
村
、
此
辺
、

熊
谷
と
平
山
、

一
二
の
か
け
を
争
ひ
し
所
と
云
々
」
で
終
わ
る
。
国
会
図
書
館
本

「

旅
日
記
」
写
本
三
冊
の
抜
粋
で
あ
る
。

旅

日
記

作
者

不

明

国

会
図

書
館

本
。

写
本

三
冊
。

1

9
.

4

×
1

3
.

2

c

m
。

灰

色
表

紙
、

左
肩

緑
題

籏
。

外

題

「旅

日
記

隅

(
第

二
冊

「
田

』
、
第

三

冊

「川

」
)

」

、
内

題

「

旅

日
記

上

(
第

二
冊

「申

」
、

第

三
冊

「
下

一
)

」
各

9
6
、

6

5
、

6

0
丁
。

嘉

永

元
年

「永

年

田
宜
書

」

の
奥

書
。

文
化

十

三
年
、

東

海
道
か

ら
伊

勢
、

大

和
、

南

紀
、

播

磨
、

讃
岐

、
宮

島
、
岩

国
、

京
都

、
木

曽

路
、

善
光
寺

、
草

津
、

江

戸
と

巡

っ
て
帰

る
大

旅
行

で
あ

る
。
古

歌

や
軍
記

物
、

益
軒

の
紀

行
な

ど
引

用
、

俗
的

な

記

事
も

多

い
。

記
録

的
な
文

体

で
、
記

述

は
簡

略
だ

が
、
内

容

は
豊
富

で
あ

る
。

旅
日
記

平
岡
喜
卿

無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
。
写
本
三
冊
。
3
0
.
0
×
2
0
.
4

c
m
。
外
題

「旅
日
記
」
。
内
題
な
し
。
青
に
金
砂
散
ら
し
表
紙
。
十
五
行
書
。
第

一
冊
三
十
六

丁

・
第
二
冊
三
十
七
丁

・
第
三
冊
四
十
六
丁
。
天
保
三
年
、
江
戸
を
発
つ
て
東
海
道

か
ら
大
坂

・
播
磨

・
讃
岐
を
巡
る
。
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旅
日
記
独
楽

青
沼
亀
次
郎

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。
写
本

一
冊
。

2
1
,
6
×
1
6
.
8
c
m
。
赤
茶
色
表

紙
。
外
題

「旅
日
記
独
楽
」
。
内
題
な
し
。
文
久
三
年
の
伊
勢
、
奈
良
、
金
比
羅
参

詣
記
。
風
雅
な
彩
色
画
が
多
い
。
江
戸
か
ら
出
立
し
て
伊
勢
に
参
詣
、

つ
い
で
奈
良

見
物
を
し
、
大
坂
か
ら
四
国
に
渡
っ
て
金
比
羅
や
弥
谷
を
訪
れ
、
兵
庫
に
戻
っ
て
、

須
磨
の
古
戦
場
を
見
、
大
坂
を
再
度
見
物
、
京
か
ら
関
が
原
を
通
っ
て
江
戸
に
帰
る

旅
で
あ
る
。
作
者
は
江
川
太
郎
左
衛
門
の
配
下
の
役
人
で
、
こ
の
時
ま
だ
二
十
二
才

だ

っ
た
よ
う
だ
が
、
和
歌
も
交
え
た
記
述
は
軽
妙
で
洒
落
て
お
り
、
無
駄
が
な
い
。

氷
砂
糖
、
鹿
子
餅
な
ど
、
食
べ
物
の
こ
と
も
出
る
。

た
び
の
命
毛

土
屋
斐
子

帝
国
文
庫

「続
々
紀
行
文
集
」
所
収
。
近
世
の
女
性
紀
行
の
名
作
で
あ
ろ
う
。
作

者
は
土
屋
紀
伊
守
の
妻
で
、
夫
の
任
地
で
あ
る
堺
に
向
け
て
、
江
戸
か
ら
東
海
道
を

旅
し
た
時
の
紀
行
で
あ
る
。
行
程
も
見
聞
す
る
も
の
も
、
さ
ほ
ど
珍
し
い
も
の
は
な

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夫
の
仕
事
に
も

口
を
挟
ん
だ
と
い
う
噂
も
あ
る
、
・才
気
と

気
性
の
激
し
さ
と
鋭
い
感
覚
が
作
品
全
体

に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
富
士
山
の
美
し
さ
に

よ
せ
る
異
常
な
ま
で
の
愛
情
や
、
思
い
の
ま
ま
に
旅
が
で
き
な
い
女
の
身

へ
の
い
ら

だ
ち
と
な

っ
て
、
鮮
や
か
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。
詳
細
な
風
景
描
写
も
他
の
紀
行
に

比
し
て
、
印
象
に
残
る
。

旅
の
お
ぼ
え

吉
村
静
軒

国
会
図
書
館
蔵
。
写
本

一
冊
。

「鶯
宿
雑
記
」
二
九
九
巻
所
収
。
茶
色
表
紙
。
十

一
行
書
。
二
十

一
丁
。
外
題

「鶯
宿
雑
記

二
百
九
十
九

三
百
」
。
内
題

「鶯
宿

雑
記
巻
二
百
九
十
九
草
稿

旅
の
お
ぼ
え

吉
村
氏
静
軒
記
行
」
。
冒
頭
に
、
か
つ

て
二
度
ほ
ど
京
に
行

っ
た
が
、
公
務
が
多
忙
で
名
所
見
物
が
で
き
ず
、
も
う

輯
度
行

き
た
い
と
か
ね
て
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
友
人
塙
何
が
し
が
公
務
で
京
坂
に
行
く
こ

と
に
な
り
、
よ
い
機
会
と
自
分
も
有
馬
入
湯
の
許
可
を
う
け
て
、
同
行
し
た
旨
の
こ

と
が
記
さ
れ
る
。
東
海
道
の
記
述
は
な
く
、
関
か
ら
石
部

・
瀬
田
を
経
て
京
見
物
を

す
る
。
京
の
記
述
は
詳
し
く
面
白
い
。
そ
の
後
、
大
坂
か
ら
有
馬
、
明
石
、
兵
庫
を

め
ぐ
り
、
ふ
た
た
び
京
に
戻
っ
て
草
津
か
ら
関
、
富
田
に
至
っ
て
終
わ
る
。
手
な
れ

た
和
文
で
、
記
事
も
細
か
い
が
、
冗
長
で
は
な
い
。

「右
旅
の
お
ぼ
え
は
静
軒
老
人

の
記
行
、
心
付
も
あ
ら
ば
申
て
よ
と
有
し
を
う
つ
し
ぬ
」
と
末
尾
に
あ
り
。

旅
の
記

茂
木
知
教

秋
田
県
立
図
書
館
蔵
。
写
本

一
冊
。
天
明
二
年
、
主
君
の
命
に
よ
っ
て
石
巻
の
あ

た
り
か
ら
塩
越
、
酒
田
、
温
海
、
新
潟
、
柏
崎
、
鯨
波
、
高
田
、
善
光
寺
、
青
柳
を

通
り
、
洗
馬
、
本
山
と
中
仙
道
に
入
り
、
番
場
、
愛
知
川
、
草
津
を
通

っ
て
京
に
着

く
。
し
ば
し
滞
在
し
て
京
や
大
坂
を
見
物
し
た
後
、
奈
良
へ
行
き
、
多
武
の
峰
に
参

詣
し
、
吉
野
や
和
歌
の
浦
へ
も
行
く
。
大
坂
に
帰
っ
た
所
で
終
わ
っ
て
い
る
。
く
ど

く
な
い
、
あ

っ
さ
り
し
た
筆
致
だ
が
、
よ
く
観
察
し
、
短
い
言
糞
で
的
確
に
各
地
の

様
子
を
描
い
て
い
て
読
み
や
す
い
。
と
き
ど
き
名
所
の
周
辺
を
簡
単
に
図
示
し
た
、

こ
れ
も
わ
か
り
や
す
い
絵
が
入
っ
て
い
る
。

旅
の
く
さ
ぐ
さ

作
者
不
明

大
阪
市
立
図
密
館
蔵
。
写
本
三
冊
。
主
君
に
し
た
が
っ
て
江
戸
か
ら
東
海
道
を
通

り
、
京
か
ら
大
阪
、
播
磨
を
経
て
陸
路
で
広
島
に
至
る
。
そ
の
後
、
船
で
讃
岐
に
渡

っ
て
金
比
羅
に
参
詣
し
、
再
び
船
で
明
石
に
上
陸
、
大
坂
を
見
物
し
て
、
伊
勢
に
参

宮
し
、
桑
名
に
渡
っ
て
東
海
道
に
戻
り
、
江
戸
に
帰
着
す
る
。
長
途
の
旅
行
で
、
紀

行
も
か
な
り
の
長
編
。
食
物
の
こ
と
な
ど
も
詳
し
く
記
し
て
、
旅
の
様
子
や
土
地
の

さ
ま
を
活
写
し
て
い
て
面
白
い
。
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旅
の
く
ち
ず
さ
み

坂
本
栄
昌

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
片
玉
集
後
集
三
十

二

(写
本

一
冊
)
所
収
。
平
凡
社
東
洋
文

庫

「江
戸
温
泉
紀
行
」
に
翻
刻
。
寛
政
七
年
の
草
津
温
泉

へ
の
入
湯
記
。
庶
民
的
な

記
事
が
多
い
温
泉
紀
行
に
し
て
は
、
や
や
優
雅
で
平
凡
だ
が
、
の
ど
か
な
味
が
あ
る

小
品
。

旅
の
久
婦
沙

・
同
遺
編

秦
忠
告

無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
。
写
本
二
冊
。
茶
と
白
の
横
縞
表
紙
。
2
7
.
2
×

1
9
.
O
c
m
。
第

一
冊
六
十
六
丁

・
第

二
冊
七
十
二
丁
。
九
行
書
。
内
題
な
し
。

外
題

「旅
農
久
婦
沙

・
旅
農
久
婦
沙
遺
編
」
。

「く
ぶ
さ
」
と
は
槍
の
意
で
、
鋭
く

対
象
を
と
ら
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

い
う
。
明
和
三
年
の
自
序
が
あ
り
、
そ
れ

に
よ
る
と
壮
年
よ
り
旅
を
好
ん
だ
作
者
が
、

一
子
に
遺
す
も
の
も
な
い
の
で
、
そ
の

見
聞
を
記
し
て
家
宝
と
す
る
と
あ
る
。
東
北
か
ら
九
州
ま
で
、
全
国
に
わ
た

っ
て
項

目
別
に
故
事
や
俗
間
の
ゴ
シ

ッ
プ
を
と
り
あ
げ
、
自
ら
の
考
察
も
記
す
。
内
容
は
面

白
く
ヤ
引
用
文
献
も
豊
富
で
あ
る
。
南
籍
な
ど
の
さ
き
が
け
で
あ
ろ
う
。
名
作
で
あ

る
。
欄
外
の
書
き
込
み
も
、
本
文
の
理
解

に
有
効
ゆ
末
尾
に

「肥
州

長
沢
巌
太
郎

」

「木
隻
」
の
版
文
あ
り
。

旅
の
す
さ
び

中
河
教
保

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
写
本

一
冊
。

「片
玉
集
」
五
五
所
収
。
2
3
.
3
×
1
6
.

8
c
m
。
十

一
行
書
「
二
十
丁
。
外
題

「片
玉
集

仮
名
文
之
中

五
十
五
」
。
内

題

「旅
の
す
さ
び
」
。
天
明
五
年
五
月
二
十
五
日
、
江
の
島
に
参
詣
し
、
鎌
倉
見
物

を
し
た
折
の
も
の
。
友
人
の
盛
幸
と
同
行
。
品
川
か
ら
東
海
道
を
経
て
鎌
倉
に
赴
き

柴
崎
村
か
ら
舟
で
江
戸
へ
帰
る
。
和
歌
を
ま
じ
え
た
楽
し
げ
な
遊
覧
旅
行
で
あ
る
。

や
や
社
寺
の
名
が
多
す
ぎ
る
気
配
も
あ
り
、
特
徴
が
充
分
に
出
て
い
な
い
が
、
和
文

の
優
雅
さ
を
残
し
た
、
明
る
い
旅
の
記
で
あ
る
。

旅
の
す
さ
び

松
平
康
定

大
阪
市
立
大
学
図
書
館
森
文
鷹
蔵
。
写
本

輔
冊
。
三
軒
屋
の
あ
た
り
か
ら
は
じ
ま

り
、
大
井
川
の
渡
し
の
様
子
が
詳
し
い
。
以
後
東
海
道
を
進
み
、
京
に
至
る
。
大
正

十
二
年
の
写
と
奥
書
に
あ
り
、
ペ
ン
書
き
の
た
め
も
あ

っ●て
や
や
読
み
づ
ら
い
が
、

内
容
は
、
鈴
鹿
の
宿
で
虫
を
求
め
る
様
子
な
ど
、
他
の
紀
行
に
な
い
記
事
を
多
く
記

し
て
お
り
、
面
白
い
。
道
筋
は
珍
し
く
な
い
が
、
よ
く
観
察
し
、
無
駄
の
な
い
自
然

な
筆
致
で
記
し
て
い
る
。
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旅
の
し
ぐ
れ

丹
野
茂
永

東
北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
。
写
本

一
冊
。
弘
化
四
年
、
命
を
蒙

っ
て
仙
台
を

出
発
し
、
安
積
山
、
郡
山
、
白
川
を
経

て
日
光
道
申
を
南
下
し
、
利
根
川
を
渡
っ
て

松
戸
か
ら
我
孫
子
、
鹿
島
を
通

っ
て
、
名
取
川
を
過
ぎ
て
帰
着
す
る
。
道
申
の
で
き

ご
と
や
宿
の
様
子
な
ど
を
、
平
明
な
和
文
で
、
丁
寧
に
面
白
く
記
し
て
お
り
、
宿
の

こ
み
あ
っ
て
苦
労
す
る
さ
ま
、
口
さ
が
な
い
宿
の
女
た
ち
の
さ
ま
が
生
き
生
き
と
描

か
れ
て
い
る
。

旅
の
塵

作
者
不
明

国
会
図
書
館
蔵
。
半
紙
本
七
冊
。
享
保
～
弘
化
間
の
大
坂
市
中
の
事
件

(大
塩
平

八
郎
の
乱
な
ど
)
や
雑
事
を
記
録
し
た
も
の
で
、
紀
行
文
で
は
な
い
。

旅
の
友

見
能
庵

京
都
大
学
図
審
館
蔵
。
写
本

一
冊
。
オ
ラ
ン
ダ
語
な
ど
も
出
て
、
幕
末
の
も
の
の



、よ
う
だ
が
、
紀
行
で
は
な
く
、
旅
の
心
得
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
宿
で
火
事
が
出

た
と
き
の
こ
と
、
途
中
で
喉
が
か
わ
い
た
と
き
の
こ
と
な
ど
、
そ
の
対
応
と
心
得
を

細
か
く
記
す
。
そ
の
内
容
や
、
ま
た

一
方

で
、
日
本
国
が
他
国
に
優
れ
て
い
る
こ
と

を
故
事
を
引
用
し
て
力
脱
す
る
な
ど
の
記
述
か
ら
見
て
、
対
象
は
公
務
で
旅
す
る
武

士
階
級
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
旅
行
の
資
料
と
し
て
、
大
い
に
利
用
で
き
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

旅
の
な
ぐ
さ

賀
茂
真
淵

有
朋
堂
文
庫

「日
記
紀
行
集
」
所
収
。

一
名

「西
帰
」
。
元
文
元
年
、
京
都
か
ら

山
科
、
庄
野
を
通

っ
て
遠
江
に
帰
る
折
の
も
の
。
個
人
的
記
事
は
ま
っ
た
く
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
な
く
、
も

っ
ぱ
ら
地
名
と
故
事
に
関
す
る
考
証
が
記
さ
れ
る
。
解
説
者

の
塚
本
哲
三
氏
が

二

種
荘
重
の
趣
」
が
あ
る
と
し
て
、
本
居
宣
長
の

「菅
笠
日
記

」
よ
り
こ
ち
ら
を
高
く
評
価
さ
れ
る
の
は
、
や
や
奇
妙
な
気
も
す
る
が
、
宣
長
の
散

文
性
よ
り
も
、
こ
ち
ら
の
方
が
格
調
と
緊
張
感
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
か
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
考
証
も
、
近
世
紀
行
の
持

つ
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
は
あ
る
。

旅
の
余
波

嘉
成

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
写
本

一
冊
。

「片

玉
後
集
」
三
二
所
収
。
2
2
.
2
×
1
6

。
7
c
m
。
十

一
行
書
。
三
丁
。
外
題

「片
玉
後
集

三
十
二

草
津
日
記
下

旅

の
ロ
す
さ
み
」
。
内
題

「旅
の
余
波
」
。
冒
頭

「
こ
ぞ
の
秋
は
お
も
ひ
か
け
ず
お
も

ふ
ど
ち
と

・
も
に
か
み
つ
け
の
草
津
の
出
湯
あ
み
し
つ
ゐ
で
に
信
濃
路
よ
り
し
て
み

ち
の
く
に
の
さ
か
ひ
を
か
け
て
お
も
ひ
た
ち
、
葉
月
三
日
に
む
さ
し
の
く
に
と
し
ま

の
郡
江
戸
の
や
ど
り
を
出
、
板
橋
の
む
ま
や
を
は
じ
め
て
・
・
」
あ
ち
こ
ち
を
旅
し

た
折
の
心
境
を
思
い
つ
く
ま
ま
書
き
つ
け
た
随
想
。
特
に
具
体
的
な
記
事
や
、
土
地

の
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

旅
の
日
記

根
本
重
蔵

無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
。
写
本

一
冊
。
文
久
三
年
、
江
戸
か
ら
東
海
道
を
経

て
九
州
に
向
か
う
。
同
行
の
友
人
た
ち
と
の
関
わ
り
が
よ
く
描
か
れ
る
。
弓
矢
場
で

弓
を
射
て
楽
し
む
記
事
な
ど
も
あ
り
。
大
坂
か
ら
は
船
で
瀬
戸
内
海
を
通
り
、
豊
後

の
鶴
崎
に
上
陸
、
府
内
に
至
る
。
や
や
記
録
的
な
飾
ら
な
い
文
体
で
旅
の
さ
ま
を
描

き
、
珍
し
い
記
事
も
あ
る
。
た
だ
し
九
州
関
係
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て

い
い
。

旅
の
日
記

孝
継

九
州
大
学
図
書
館
蔵
。
写
本

蝉
冊
。
外
題

「旅
乃
日
記
」
。
内
題

「旅
行
の
記
」

と
あ
る
。
嘉
永
五
年
、
主
君
に
し
た
が
っ
て

「東
の
み
旅
」
に
赴
く
紀
行
。
高
知
の

城
下
を
発
っ
て
、
比
島
、

一
宮
、
国
見
峠
、
本
山
、
笹
ケ
峰
、
立
川
を
通
っ
て
丸
亀

に
至
り
海
上
を
室
へ
渡
る
。
そ
の
後
、
姫
路
、
明
石
か
ら
湊
川
を
経
て
京
に
入
り
、

石
部
、
水
ロ
、
石
薬
師
か
ら
東
海
道
へ
と
進
み
、
江
戸
に
入
る
。
平
明
な
和
文
で
、

読
み
や
す
い
が
、
記
事
は
型
に
は
ま
ら
ず
、
あ
り
ふ
れ
て
い
な
い
珍
し
い
も
の
が
多

い
。
同
行
の
人
や
宿
の
人
と
の
交
流
な
ど
も
含
め
て
旅
の
日
常
が
飾
ら
ぬ
筆
致
で
よ

く
描
か
れ
て
い
る
。
江
戸
に
近
い
街
道
で
、
馬
に
乗

っ
た
若
い
気
の
強
そ
う
な
女
を

見
た
記
事
な
ど
、
旅
人
た
ち
に
も
目
を
よ
く
注
ぐ
。
字
は
少
し
読
み
に
く
い
。

旅
の
ね
ざ
め

素
丈
坊

国
会
図
書
館
蔵
。
板
本

一
冊
。
2
2
.
7
×
1
5
.
9
c
m
。
茶
色
表
紙
。
外
題

・
中
表
紙

(青
色
)
題
と
も
に

「旅
の
ね
ざ
め
」
。
八
行
書
。
三
十
四
丁
。
享
和
二

年
に
讃
岐
の
素
丈
坊
が
、
弟
子
た
ち
に
す
す
め
ら
れ
て
、
四
国
の
各
地
を
旅
し
た
も

の
で
、
冒
頭
は
徳
島
に
訪
れ
た
岡
山
の
任
他
斎
が
、
こ
の
行
の
出
発
に
あ
た
っ
て
、
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一
文
を
よ
せ
て
、
詠
ん
だ
句
を
発
句
と
し
た
歌
仙
で
は
じ
ま
る
。
内
容
は
す
べ
て
、

各
地
で
詠
ん
だ
句
と
歌
仙
で
あ
る
。
翌
年
帰
着
し
、
旅
先
で
書
き
留
め
た
も
の
を
刊

行
す
る
事
情
は
、
蓼
花
の
践
に
詳
し
い
。

旅
の
恥
か
き
す
て
の
日
記

燕
石
贅
人

国
会
図
書
館
蔵
。
写
本
二
冊
。
茶
色
表
紙
。
2
6
.
5
×
1
8
.
2

c
m
。
中
表

紙
題

「西
遊
日
記
」
。
朱
で

「西
遊
日
記

.
旅

(以
下
判
読
不
可
)
」
と
訂
正
。
内

題

「旅
の
恥
か
き
す
て
の
日
記
」
。
第

一
冊
十
四
丁

.
第
二
冊
十
五
丁
。
朱
多
し
。

天
保
甲
辰

(弘
化
元
)
年
の
、
九
州
旅
行

で
あ
る
。
讃
岐
か
ら
船
出
し
て
、
下
関
を

経
て
、
小
倉
に
到
り
、
宗
像

・
箱
崎

・
太
宰
府

.
唐
津

.
長
崎
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
い

る
。
記
述
は
詳
細
で
、
軽
妙
、
し
か
も
冗
長
で
は
な
い
。
近
世
紀
行
の
名
作
の

一
つ

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

堂
飛
乃
日
難
美

松
岡
行
義

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
写
本

一
冊
。
2
5
.
5
×
1
7
.
7
c
m
。
十

一
行
書
。
十

一
丁
。
銀
砂
ま
じ
り
薄
茶
色
表
紙
。
外
題

「堂
飛
乃
日
難
美
」
。
内
題

「多
悲
乃
日

難
見
」
。
奥
書
等
は
な
し
。
弘
化
四
年
に
天
皇
の
即
位
の
儀
式
を
見
物
し
よ
う
と
京

に
行
く
も
の
。
江
戸
か
ら
中
仙
道
を
経
て
京
に
い
た
る
ま
で
が
七
丁
で
、
以
下

「在

京
日
次
別
記

大
和
路
記
行
別
記
」
と
あ

っ
て
京
か
ら
草
津
、
石
部
を
経
て
、
伊
勢

に
参
詣
、
桑
名
、
宮
か
ら
東
海
道
に
入

っ
て
帰
着
す
る
。
和
歌
を
ま
じ
え
た
手
な
れ

た
紀
行
文
。
簡
略
な
と
こ
ろ
は
簡
略
だ
が
、
安
定
し
て
い
て
く
ど
く
な
く
、
具
体
的

で
面
白
い
。
て
ら
い
が
な
く
、
記
録
的
だ
が
記
録
に
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、
素
朴
だ
が

稚
拙
で
は
な
く
、
個
人
の
視
点
も
失
わ
れ

て
い
な
い
。

旅
の
笑
草

平
元
正
信

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。

「片
玉
集
」
三
所
収
。
友
人
の
道
奥
が
武
蔵
国
へ
旅
だ
つ
に

際
し
て
、

「何
ぞ
思
あ
た
れ
る
事
あ
ら
ば
倭
文
に
て
書
綴
て
見
せ
よ
。
旅
の
す
ま
ひ

の
慰
に
も
な
し
、
又
は

一
夕
の
閑
話
に
心
ち
し
て
見
た
き
」
と
頼
ま
れ
た
の
で
記
し

た
と
あ

っ
て
、
自
己
の
経
歴
や
仕
事
、
ま
た
学
問
や
教
育
、
日
常
の
心
構
え
な
ど
に

つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
い
る
。
最
後
に
何
よ
り
も
身
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
し
て
旅
中
の
無
事
を
祈
っ
て
い
る
。
旅
に
際
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
紀
行

文
で
は
な
く
、
内
容
も
特
に
旅
と
は
関
係
な
い
。

旅
枕
道
枝
折

関
根
美
尾

香
川
大
学
図
書
館
蔵
。
写
本
二
冊
。
外
題

「旅
枕
道
枝
折
」
。
内
題
な
し
。
文
政

二
年
、
江
戸
か
ら
発
っ
て
東
海
道
を
進
み
、
四
日
市
、
白
子
を
経
て
伊
勢
に
参
詣
す

る
。
そ
の
後
、
伊
賀
、
三
輪
、
奈
良
、
吉
野
を
通
っ
て
大
坂
に
着
き
、
讃
岐
の
金
比

羅

へ
船
で
向
か
う
。
更
に
厳
島
に
参
詣
し
広
島
を
見
物
、
船
で
帰

っ
て
播
磨
を
遊
覧

し
京
に
入
る
。
京
と
そ
の
周
辺
を
見
物
の
後
、
中
仙
道
を
通

っ
て
帰
宅
す
る
。
作
者

は
女
性
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
、
長
い
行
程
を
積
極
的
に

遊
覧
し
て
お
り
、
記
事
の
内
容
も
豊
富
で
あ
る
。
京
都
に
関
す
る
部
分
が
多
く
、
第

二
冊
目
の
大
半
は
そ
れ
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
た
め
に
、
こ
の
種
の
都
会
見
物
の
紀

行
が
陥
り
が
ち
な
、
名
所
の
地
名
の
羅
列
か
ら
逃
れ
て
い
る
の
も
よ
い
。

中
馬
紀
行

青
木
重
隆

国
会
図
書
館
蔵
。

「酔
霞
楼
叢
書
」
第

一
所
収
。
書
誌
に
つ
い
て
は

「防
娼
録
」

を
見
よ
。
十
行
罫
紙
使
用
。
十
五
丁
。
漢
文
紀
行
。
桑
名
在
住
の
作
者
が
、
広
瀬
蒙

斎
の

「轍
環
録
」
が

二

世
喧
伝
」
し
た
の
を
見
、
ま
た
義
父
翠
樹
や
晩
香
も
申
馬

道
を
通

っ
た
の
で
、
自
分
も
行
き
た
か
っ
た
が
病
気
が
ち
の
た
め
、
親
戚
に
す
す
め

ら
れ
て
東
海
道
を
通
っ
た
が
、
今
回
は
死
ん
で
も
い
い
と
思
っ
て
甲
州
道
を
通
っ
た
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と
冒
頭
に
あ
る
。
江
戸
か
ら
小
仏
峠
、
鶴
川
、
初
雁
、
巨
麻
、
栗
原
、
笛
吹
川
、
韮

崎
、
金
沢
、
高
遠
、
飯
田
な
ど
を
経
て
、
ま
こ
め
か
ら
十
石
峠
、
中
津
川
を
通

っ
て

名
古
屋
に
着
く
。
末
尾
に

「嘉
永
二
年
十

二
月
」
と
あ
り
。
記
事
は
細
か
く
、
心
情

描
写
な
ど
も
あ
っ
て
、
面
白
い
。

蝶
の
遊

山
崎
北
華

帝
国
文
庫

「続
々
紀
行
文
集
」
所
収
。
元
文
三
年
、
江
戸
か
ら
松
島
に
赴
く
。
芭

蕉

「お
く
の
ほ
そ
道
」
を
強
く
意
識
し
て
そ
の
後
を
た
ど
っ
て
い
る
。
松
島
で
芭
蕉

と
夢
申
に
問
答
を
交
わ
し
、
そ
の
時
見
た
象
潟
の
印
象
を
壊
し
た
く
な
い
と
し
て
、

そ
こ
か
ら
引
き
返
し
て
し
ま
う
。
文
体
は
工
夫
を
こ
ら
し
て
洗
練
さ
れ
、
題
材
も
よ

く
選
択
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
後
の
国
学
者
た
ち
の
め
ざ
し
た
紀
行
文
の
基
準
か

ら
す
る
と
、
や
や
作
為
が
め
だ

つ
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
日
記
的
日
常
が
な
く
、
卑

俗
な
題
材
を
と
り
あ
げ
て
い
て
も
、
芭
蕉
の
作
品
と
共
通
す
る
詩
的
な
緊
張
感
が
あ

る
。

塵
坑

幽
岩

刈
谷
図
書
館
蔵
。

「蓬
童
雑
妙
」
第
六
十
七

(写
本

一
冊
)
所
収
。
二
十
五
丁
。

十
行
書
。
題
名
の
由
来
は
冒
頭
に
、
心
に

つ
も
る
ち
り
あ
く
た
を
か
き
あ
つ
め
て
、

「ち
り
あ
な
」
と
し
た
と
あ
る
。
鎌
倉
か
ら
出
発
し
て
江
戸
を
経
て
、
奥
州
に
向
か

い
、
松
島
を
見
物
し
て
、
帰
途
は
日
光
に
た
ち
よ
っ
て
い
る
。
和
歌
や
漢
詩
を
ま
じ

え
て
、
や
や
古
あ
か
し
い
文
体
だ
が
、
次
第
に
記
述
が
長
く
な
り
、
面
白
く
な
る
。

義
経
伝
説
な
ど
と
り
あ
げ
、
軍
記
物
の
影
響
も

つ
よ
い
。

(こ
の
項
は
、
福
岡
教
育

大
学
聾
課
程

・
片
山
磯
美
さ
ん
の
協
力
を
得
た
。
)

月
波
日
記

小
津
久
足

無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
。
写
本
二
冊
。
2
3
.
3
×
1
6
.
O

c
m
。
十
行

書
。
第

一
冊

・
七
十
七
丁
、
第
二
冊

・
六
十
九
丁
。
外
題

「月
波
日
記
」
。
内
題
も

同
じ
。
黄
色
表
紙
。
文
政
十
二
年
奥
書
。
朱
入
り
。
文
政
十
三
年

(と
本
文
に
あ
る

が
十
二
年
の
誤
り
か
)
、
伊
勢
か
ら
伊
賀
を
越
え
て
、
奈
良
を
見
物
し
大
坂
に
至
り

芝
居
見
物
な
ど
し
た
後
、
湊
川
、
兵
鷹
、
須
磨
を
訪
れ
遊
覧
し
て
大
坂
に
帰
る
。

(

以
上
第

一
冊
)
そ
の
後
、
大
坂
か
ら
熊
野
に
向
か
い
、
紀
三
井
寺
に
参
詣
、
大
坂
に

帰

っ
て
、
京
都
に
行
き
、
鈴
鹿
を
越
え
て
伊
勢
に
帰
る
。
こ
の
作
者
の
紀
行
文
は
、

い
ず
れ
も
近
世
紀
行
の
代
表
的
名
作
と
い
っ
て
よ
く
、
こ
の
作
品
も
細
か
い
描
写
と

豊
宮
な
内
容
で
、
よ
く
と
と
の
っ
て
い
る
。
ま
た
、
し
ば
し
ば
芝
居
見
物
を
し
て
い

る
の
が
目
に
と
ま
る
。

月
の
め
ぐ
み

作
者
不
明

大
阪
市
立
大
学
森
文
庫
蔵
。
写
本

一
冊
。
九
行
書
。
十
五
丁
。
外
題

「月
の
め
ぐ

み
」
。
内
題
な
し
。
友
人
た
ち
数
人
と
、
京
都
か
ら
近
江
に
月
見
に
行
く
紀
行
で
あ

る
。
比
較
的
短
く
、
ま
た
さ
ほ
ど
珍
し
い
内
容
も
な
い
が
、
友
人
た
ち
と
酒
を
く
み

か
わ
し
た
り
し
な
が
ら
、
湖
の
あ
た
り
を
遣
遙
し
、
美
景
を
楽
し
む
、
風
雅
な
小
品

と
言
え
よ
う
。

月
の
や
ど
り

東
走

豊
橋
市
立
図
書
館
蔵
。
写
本

一
冊
。
九
行
書
。
二
十

一
丁
。
外
題
は

「月
の
や
ど

り

い
つ
く
し
ま
日
記

東
走
」
。
内
題

「い
つ
き
し
ま
紀
行
」
。
五
升
庵
瓦
全
の

序
文
あ
り
。
享
和
二
年
、
京
都
か
ら
大
坂
に
行

っ
て
船
に
乗
り
厳
島
に
参
詣
す
る
。

更
に
広
島
を
見
物
、
福
山
、
藤
戸
な
ど
を
訪
れ
、
四
国
に
渡
っ
て
弥
谷
に
行
く
。
そ

の
後
、
播
磨
に
上
陸
し
、
帰
宅
す
る
。
長
途
の
割
に
は
短
編
で
記
述
も
あ

っ
さ
り
し

て
い
る
が
、
旅
の
様
子
は
よ
く
描
か
れ
、
描
写
も
丁
寧
で
あ
る
。
広
島
の
城
下
が
繁
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栄
し

て
い
た

こ
と
も

う
か

が

わ
れ

る
。

爪
じ
る
し

二
畳
庵
蘭
芝

帝
国
文
庫

「続
紀
行
文
集
」
所
収
。
天
明
七
年
、
伊
予
か
ら
畿
内
、
大
和
、
山
城

を
経
て
、
摂
津
、
紀
伊
を
巡
る
。
発
句
を
交
え
た
、
短
い
作
品
。
筆
致
は
明
る
く
、

風
景
描
写
や
旅
の
さ
ま
に
、
生
き
生
き
と
し
た
観
察
が
あ
る
。

鶴

芝

道

彦

国
会

図

書
館

蔵
。

板
本

七

冊

(
二
冊

に
合

冊
)

「道

彦

七
部
集

」

第

一
冊
所
収

。

2

2
.

7

×
1

5
.

5

c

m
。
茶

色

表
紙

。

外

題
は

と
も

に

「道

彦
七

部
集

一
-

三

(
四

-
七
)

」

で
あ

る
。
中

(
原

)
表

紙

(紺

色
)

題

と
各
冊

の
内

容
を

以

下

に

述

べ
る
。

第

一
冊

・

「筏

芝

み
ち
彦

七

部
帖

=

。

東
海

道

な
ど

の
紀
行

や
句

文

を

集
め

た
も

の
。

紀

行
文

と
し

て
ま

と
ま

っ
た
も

の
で
は

な

い
が

、

や
や
面

白

い
記

述

も
あ

る
。

享
和

元

年
。
十

九

丁

。
第

二
冊

・

「む

ま

の
上

二
」
。

享
和

二
年

の

鴻

巣
、

浦
和

な
ど

の
江
戸

近
郊

旅

行
。

(
ア
行

・

「
馬

の
上

」
を

参
照

せ

よ
)
短

い

が

軽
妙

な
味

。

さ
し
絵

も

よ

い
。
十

一
丁
。

第

三

冊

・

「渋

四
手

三

」
。

句
作

の

こ
と
な

ど

の
論

で
紀

行

で
は
な

い
。

第

四
冊

・

「
そ

.・
ろ
ご

と

四
」
。

武

蔵
野
、

草

薙
、

亀
窪

、
入

間
、

く

ら

ぶ
山
、

桂

木

山
な

ど
を

め

ぐ
る
。

句
を

ま
じ

え
、

短

い

が

旅
先

の
宿

の
描

写

等
も

あ
り

、

風
景

描

写
も

あ

る
。
寛

政
六

年
、

巣
兆

校

訂
。
七

丁

。
第

五

冊

・

「鳶

の
眼

五
」
。

第
六

冊

「置

洗

濯

六

」
。

い
ず
れ

も
句

集
。

第
七

冊

「
略
く

ろ
ね

ぎ
」
。

友

人
長

翠

の
熊

谷
村

に
あ

る
庵

の
周
辺

の
景

色

な
ど
を

記

し

て
い

る
。
近

郊
紀

行
と

共

通
す

る

と

こ
ろ
が

あ

る
。
後

に
句
が
付

く

。
内

題

に

「く

ろ

ね
ぎ

ふ
み

の
庵
記

」
。

十

五

丁
。

徒
然
日
記

屈
竜

東
北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
。
写
本

一
冊
。
嘉
永
二
年
の
春
、
花
見
が
て
ら
に

江
戸
を
発

っ
て
、
取
手
や
水
戸
を
め
ぐ
り
、
湯
本
に
入
浴
し
、
鹿
島
に
参
詣
し
、
仙

台
ま
で
至
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
丁
寧
な
挿
絵
が
あ
り
、
本
文
に
す
べ
て
振
り
が
な

が
あ
っ
て
板
行
を
意
図
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
花
や
風
景
の
描
写
も
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
の
説
明
も
詳
し
い
。
明
る
い
娯
楽
的
雰
囲
気
の
漂
う
紀
行
文
。

丁
固
松

我
答

架
蔵
本
に
よ
る
。
板
本

一
冊
。
2
2
.
6
×
1
5
.
8
c
m
。
十
行
書
「
三
十
五

丁
。
茶
色
表
紙
。
外
題

「紀
行

丁
固
松
」
。
内
題
な
し
。
文
化
三
年
、
京
都
か
ら

若
狭
、
小
浜
、
敦
賀
に
至
り
、
山
中
温
泉
、
越
後
高
田
、
鶴
岡
、
山
形
立
石
寺
、
酒

田
、
南
部
、
松
島
、
仙
台
、
那
須
野
、
日
光
な
ど
巡
っ
て
江
戸
に
達
し
、
東
海
道
を

進
ん
で
伊
勢
に
詣
で
大
津
を
通

っ
て
帰
宅
す
る
。
江
戸
か
ら
先
は
句
が
中
心
で
記
述

は
簡
単
で
あ
る
。
行
程
か
ら
言

っ
て
、
芭
蕉
を
意
識
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
特
に

そ
う
い
っ
た
記
述
は
目
立
た
ず
、
む
し
ろ
落
ち
着
い
た
丁
寧
な
筆
致
は
、
国
学
者
た

ち
の
和
文
紀
行
と
さ
え
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
俳
人
た
ち
の
紀
行
に
も
、
こ
う
い
っ

た
散
文
的
な
傾
向
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

丁
丑
紀
行

大
高
子
葉

「大
高
源
吾
紀
行
」
を
見
よ
。

丁
未
旅
行
記

池
田
綱
政

帝
国
文
庫

「続
々
紀
行
文
集
」
所
収
。
寛
文
七
年
、
江
戸
を
出
て
東
海
道
を
経
由

し
て
京
都
に
入
り
、
船
で
備
前
に
帰
国
す
る
。
近
世
に
数
多
い
大
名
紀
行
の
幽
つ
で

あ
る
が
、
歯
切
れ
の
よ
い
冷
静
な
記
述
や
知
的
な
好
奇
心
、
行
動
的
な
旅
人
の
姿
勢

は
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
よ
る
も
の
で
は
あ
れ
、
近
世
紀
行
の
新
し
い
性
格
を
よ
く
示
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す
、
早
い
時
期
の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
海
路
を
と

っ
て
い
る
た
め
に
、
申
国

地
方
の
部
分
が
な
い
の
が
惜
し
い
が
、
名
作
の

一
つ
で
あ
る
。

轍
環
録

広
瀬
蒙
斎

国
会
図
書
館
蔵
。

「酔
霞
楼
叢
書
」
第

一
所
収
。
書
誌
に
つ
い
て
は

「防
妃
録
」

を
見
よ
。
十
行
書
罫
紙
使
用
。
十
六
丁
。
朱
あ
り
。
漢
文
紀
行
。
文
政
七
年
、
名
古

屋
か
ら
甲
州
方
面
を
旅
行
す
る
漢
文
紀
行
。
記
事
は
細
か
く
具
体
的
で
、
個
人
的
な

こ
と
も
交
え
て
詳
し
い
。
風
景
描
写
も
多
い
。

天
樹
公
紀
行

佐
竹
義
和

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
写
本

一
冊
。

「片
玉
集
」
六
五
所
収
。
2
3
,
1
×
1
6
.

5

c
m
。
外
題
は
は
が
れ
て
見
え
ず
。
右
肩
に
打
ち
付
け
書
で

「別
荘
三
十
景
詩
歌

序

天
樹
公
紀
行

奉
納
大
崎
神
社
願
書

…

」
な
ど
と
あ
り
。
内
題
な
し
。
十

一
行
書
。
六
丁
。
冒
頭

「去
年
よ
り
国
に
や
す
ら
ひ
ぬ
る
折
か
ら

(略
)
い
で
や
八

龍
瀬
の
辺
に
狩
せ
ん
と
思
立
て
、
け
ふ
き
さ
ら
ぎ
の
五
日
、
巳
の
刻
ば
か
り
に
久
保

田
を
立
出
て
」
鷹
狩
り
に
行
く
。
し
か
し
、
風
や
雪
が
強
く
て
な
か
な
か
狩
り
が
で

き
な
い
。
七
日
に
は
雷
に
あ
う
。
そ
の
あ
と
、
五
月
雨
沼
の
片
目
の
神
竜
や
魚
の
こ

と
な
ど
記
さ
れ
る
。
十
三
日
に
帰
城
。
末
尾
に

「北
の
方
へ
の
消
息
」

一
丁
が
付
い

て
い
る
。

東

行
晴

雨

隆

範

宮
内

庁
書

陵
部

蔵

。

写
本

一
冊

。

2

7
.

6

×
1

9
.

2

c
m
。
茶

色
表

紙
。
九

行

書
。

四
十

四
丁
。

外
題

「東

行

晴

雨
」

。
中

表

紙

に

「文

化
九

壬
申

歳

東
行

晴

雨

隆
範

」
。

内

題
な
し

。
末

尾

に

「
隆

範
し

る
す

」
と

あ
り
、

自
筆

か
。

文
化

九

年

二
月
十

三

日
、
春

日
野
か

ら
笠

置
、

関

、
伊

勢

、
亀

山
、

宮
、

鳴
海

を
経

て
東

海

道
を
進
み
、
鎌
倉
か
ら
江
戸
、
や
や
滞
在
の
の
ち
、
申
仙
道
か
ら
美
濃
路
を
通

っ
て

京
都
に
入
る
。
末
尾
に
文
化
十
年
の
清
雅
僧
都
か
ら
の
文
と
等
覚

(
「師
」
と
い
っ

て
い
る
)
の
文
の
写
し
が
二
丁
付
く
。
和
歌
を
ま
じ
え
た
和
文
で
、
路
次
の
風
物
へ

の
観
察
は
細
か
く
鋭
く
、
風
景
描
写
な
ど
も
あ
っ
て
美
し
い
。
花
の
こ
と
な
ど
も
よ

く
記
し
て
い
る
。
名
作
の

一
つ
と
い
っ
て
い
い
。

東
海
濟
勝
記

三
浦
迂
齋

「随
筆
百
花
苑
」
第
十
三
巻
所
収
。
金
井
寅
之
助
氏
の
周
到
な
解
説
が
あ
る
。
宝

暦
十
二
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
東
海
、
奥
羽
、
北
陸
を
め
ぐ
っ
た
旅
の
紀
行
文
。
和

歌
を
ま
じ
え
て
読
み
や
す
い
和
文
だ
が
、
内
容
は
豊
富
で
大
変
面
白
い
。
作
者
は
播

州
高
砂
の
大
庄
屋
で
本
草
学
に
造
詣
が
深
か
っ
た
と
言
う
。
そ
の
科
学
的
姿
勢
は
文

申
に
も
よ
く
示
さ
れ
る
。
友
人
た
ち
と
の
交
流
が
多
く
描
か
れ
る
こ
と
も
含
め
て
、

達
意
の
和
文
は
、
本
居
宣
長

・
太
平
ら
が
完
成
す
る
国
学
者
た
ち
の
紀
行
文
と
明
ら

か
に
同
傾
向
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
本
草
学
者
と
し
て
の
姿
勢
は
益
軒

・
南

籍
を

つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
存
在
す
る
。
近
世
の
紀
行
文
学
史
上
に
お
け
る
国
学
と
博

物
学
の
接
点
を
さ
ぐ
る
上
で
、
こ
の
作
品
は
き
わ
め
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
私
事

で
恐
縮
だ
が
、
か
つ
て
大
阪
府
立
図
書
館
で
、
こ
の
本
を
見
た
時
、
大
変
面
白
か

っ

た
の
で
思
い
切

っ
て
全
冊
写
真
を
注
文
し
た
。
そ
し
て
、
い
つ
か
翻
刻
し
よ
う
と
思

っ
て
い
て
、
気
が
つ
い
た
ら

「百
花
苑
」
に
入

っ
て
い
た
。
し
ま

っ
た
と
思
っ
た

幽

方
、
名
作
は
誰
が
見
て
も
名
作
な
の
だ
な
と
奇
妙
に
安
心
さ
せ
ら
れ
た
。

東
光
日
録

堀
杏
庵

「東
行
日
録
」
に
同
じ
か
。

東
西
遊
記

橘
南
籍

「杏

庵

紀
行

」

を
見

よ
。
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平
凡
社

「東
洋
文
庫
」
等
に
所
収
。
京
都
の
医
師
だ
っ
た
作
者
が
天
明
年
間
に
医

術
修
業
の
た
め
各
地
を
巡
っ
た
時
の
見
聞
を
、
項
目
別
に
ま
と
め
て
寛
政
七
～
十
年

に
か
け
て
板
行
し
た
も
の
。
近
世
、
近
代
を
通
じ
て
根
強
い
人
気
を
博
し
た
。

(庄

野
潤
三

「絵
合
せ
」
や
泉
鏡
花

「夜
叉
ケ
池
」
に
も
、
う
な
ぎ
が
山
芋
に
な
る
話
、

ぼ
た
餅
と
名
乗
る
化
け
物
の
話
な
ど
が
引
用
、
利
用
さ
れ
て
い
る
。
)
読
み
物
と
し

て
の
面
白
さ
を
充
分
に
意
識
し
た
、
適
度
に
め
り
は
り
の
あ
る
歯
切
れ
よ
い
文
体
と

豊
富
な
情
報
は
、
近
世
前
期
の
益
軒
の
紀
行
と
並
ん
で
、
近
世
後
期
の
代
表
作
た
る

に
恥
じ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
近
世
の
紀
行
文
が
、
芭
蕉
の
作
品
な
ど
を
基

準
と
し
て
、
文
学
性
に
乏
し
く
衰
退
期
に
あ
る
等
の
批
判
を
う
け
る
時
、
代
表
と
し

て
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。
今
日
で
は
既
に
、
こ
の
作
品
は

あ
る
程
度
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
は
い
る
が
、
他
の
作
品
に
与
え
た
影
響
の
大

き
さ
等
は
な
お
今
後
、
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

岬
山
記
勝

千
村
仲
泰

無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
。
板
本

一
冊
。
2
2
.
7
×
1
4
.
5
c
m
。
青
色

表
紙
。
外

・
内
題

「廟
山
記
勝
」
。
刊
記
な
し
。
八
行
書
。
十
七
丁
。
家
の
近
く
の

常
に
遊
ぶ
山
、

「桐
山
」
に
登

っ
た
時
の
漢
文
紀
行
。
友
人
た
ち
の
も
の
も
含
め
て

漢
詩
な
ど
も
記
す
。
内
容
に
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
も
の
は
な
い
が
、
風
景
描
写
は
多
く

存
す
る
。

東
山
道
日
記

山
鹿
素
行

「山
鹿
素
行
集
」
第
七

・
全
集
巻

一
所
収
。
承
応
三
年
の
木
曽
路
行
。
寝
覚
の
床

か
ら
、
上
松

・
福
島
を
経
て
、
軽
井
沢

・
坂
本

・
松
枝
で
終
わ
る
。
以
後
は
欠
。
地

名
ご
と
に
項
目
を
立
て
、
片
仮
名
と
漢
字

で

「望
月

入
口
二
越
後
へ
行
道
ア
リ
。

左
也
。
シ
ミ
ズ
ノ
ク
ワ
ン
音
、
布
岩
ア
リ
」
な
ど
と
、
簡
略
に
事
実
を
記
す
。
記
述

に
無

駄

が

な
く
、

で
あ

ろ
う
。

記
事
に
は
興
味
あ
る
も
の
も
あ
る
。
木
曽
路
の
資
料
と
し
て
貴
重

道
中
誌

林
子
平

「林
子
平
全
集
」
二
所
収
。

「安
永
道
中
誌
」
を
見
よ
。

道
中
便
草

保
教

岩
瀬
文
庫
蔵
。
写
本
二
冊
。
安
永
九
年
の
序
文
が
あ
る
。
名
所
図
会
風
に
項
目
を

た
て
て
、
江
戸
か
ら
久
能
山
、
秋
葉
山
、
伊
勢
、
大
和
、
紀
伊
、
大
坂
、
讃
岐
、
播

磨
、
京
都
、
木
曽
路
を
め
ぐ
っ
て
、
名
所
や
神
社
仏
閣
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
。

距
離
や
茶
屋
の
位
置
な
ど
、
実
用
を
主
と
す
る
た
め
、
や
や
記
述
が
簡
単
な
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
体
裁
や
字
体
は
よ
く
整

っ
て
お
り
、
読
み

や
す
い
。
名
所
図
会
類
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
検
討
の
必
要
が
あ
ろ
う
。

東
都
春

作
者
不
明

静
嘉
堂
文
庫
蔵
。
写
本

一
冊
。
文
政
年
間
の
将
軍
の
加
階
の
儀
式
に
つ
い
て
記
録

し
た
も
の
で
、
紀
行
文
で
は
な
い
。

東
遊
紀
行

作
者
不
明

慶
応
大
学
図
書
館
蔵
。
写
本

一
冊
。
1
8
.
6
×
1
2
.
8

c
m
。
茶
色
表
紙
。

中

(原
)
表
紙
は
青
色
で
、
右
端
に

「鎮
西
男
子
徳
隆

(花
揮
)
」
と
書
き
入
れ
。

外
題
な
し
。
中
表
紙
題

「客
枕
光
陰
記
」
。
内
題

「東
遊
紀
行

慶
応
紀
元
乙
丑
梅

雨
之
月
尽
日
発
府

東
游
紀
行
改
作
客
枕
光
陰
記
」
。
九
行
罫
紙
使
用
。
全
四
十
八

丁
の
う
ち
、
冒
頭
十
五
丁

「東
游
紀
行
」
。

つ
い
で
明
治
五
年

「出
京
紀
」

(二
十

九
丁
)
。
元
治
元
年

「登
嶽
行
記
』

(三
丁
)
。
漠
文
紀
行
で
、
内
容
は
、
蒸
気
船
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で
品
川
か
ら
横
浜
、
浦
賀
、
明
石
、
四
国
、
小
倉
な
ど
を
め
ぐ
る
も
の
で
、
夷
船
と

対
戦
も
し
て
い
る
。
背
景
な
ど
の
検
討
を
す
れ
ば
、
面
白
い
資
料
で
あ
ろ
う
。
ほ
と

ん
ど
が
船
上
の
生
活
で
あ
る
の
も
珍
し
い
。

東
遊
紀
行

作
者
不
明

東
京
大
学
図
書
館
蔵
。
写
本

一
冊
。
2
4
,
3
×
1
7
.
1
c
m
。
共
表
紙
。
外

題

「東
遊
紀
行
」
。
内
題
な
し
。
八
行
書
。
十
八
丁
。

「渡
部
文
庫
」

「阿
波
国
文

庫
」
朱
印
。

「こ
と
し
水
無
月
廿
日
あ
ま
り
東
路
に
遊
ん
こ
と
を
お
も
ひ
立
て
円
位

法
師
の
む
か
し
を
し
の
び
伴
ふ
人
と
て
も
な
く
杖
と
笠
と
を
の
み
も
の
し
侍
る
」
と

は
じ
ま
り
、
京
か
ら
東
海
道
を
経
て
、
伊
豆
か
ら
鹿
島
へ
向
か
い
、
松
島
ま
で
行
っ

て
帰
途
、
江
戸
を
通
過
し
て
木
曽
路
か
ら
帰
郷
す
る
。
江
戸
の
記
事
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
和
歌
を
交
え
て
、
簡
略
な
記
述
だ
が
、
珍
し
い
と
こ
ろ
に
も
行
っ
て
い
て
、
結

構
面
白
い
内
容
も
あ
る
。

「国
書
総
目
録
」
で
は
、
慶
応
大
学
の
同
名
の
書
な
ど
と

と
も
に
、
内
容
不
明
の
同
項
目
に
な

つ
て
い
る
。

東
遊
雑
記

古
河
古
松
軒

平
凡
社

「東
洋
文
庫
」
そ
の
他
に
所
収
。
天
明
四
年
、
岡
山
の
郷
土
史
家
古
松
軒

が
奥
羽
巡
見
使
の
一
行
に
加
わ
っ
て
、
松
前
ま
で
赴
い
た
時
の
も
の
。
近
世
の
紀
行

文
の
中
で
は
こ
れ
ま
で
比
較
的
よ
く
と
り
あ
げ
ら
れ
、
注
目
さ
れ
て
き
た
作
品
で
あ

る
。
藩
の
内
情
に
ふ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
か
板
行
は
さ
れ
な
か
っ
た
か
わ
り

に
、
写
本
の
か
た
ち
で
多
数
が
残
る
α
そ
の
中
で
東
京
大
学
図
書
館
蔵
の

一
本
は
、

他
と
ち
が
っ
て
、
よ
り
原
形
に
近
い
か
た
ち
を
と
ど
め
て
い
る
。
諸
本
と
、
そ
の
近

世
紀
行
文
学
史
上
の
位
置
等
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「古
松
軒
の
林
子
平
批
判
」

(近

世
文
芸
3
1
号
)

・

「東
京
大
学
南
葵
文
庫
本

「東
遊
雑
記
」
の
性
格
」

(熊
本
商

大
論
集
4
8
号
)
を
参
照
さ
れ
た
い
瀞

福

岡

教

育

大

学

教

授
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東
遊
紀
行

下
村
通
明

高
知
県
立
図
畜
館
蔵
。
写
本
二
冊

(国
書
総
目
録
で
は

一
冊
と
あ
る
)
。
高
知
を

出
発
し
て
川
ノ
江
、
鳥
越
を
経
て
海
路
を
岡
山
に
渡
り
、
播
磨
に
達
し
て
須
磨
、
明

石
を
見
物
、
湊
川
か
ら
西
宮
、
大
坂
に
行
き
、
京
都
か
ら
東
海
道
を
通
っ
て
江
戸
に

着
き
遊
覧
す
る
。

(以
上
第

一
冊
)
そ
の
後
、
江
戸
を
出
て
、
再
び
東
海
道
を
通
り

四
日
市
か
ら
白
子
を
経
て
伊
勢
に
参
詣
、
奈
良
、
吉
野
、
高
野
に
行
き
、
堺
か
ら
大

坂
、
京
を
見
物
し
て
帰
る
、
漢
詩
文
集
。
本
文
の
記
述
も
か
な
り
詳
し
い
が
、
全
体

に
作
者
自
身
か
と
思
わ
れ
る
、
細
か
い
和
文
の
注
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
て
注
目
さ

れ
る
。


